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「フリップバー」は、鉄筋の端部に定着具と称するプレート（円形の非
調質鋼材）を摩擦圧接により設置した機械式定着鉄筋である。「フリップ
バー」は、コンクリート部材のスターラップおよび中間帯鉄筋に従来の
半円形フック代替として、使用することを目的としている。
「フリップバー」の定着具は、JIS G 3112に適合する鉄筋コンクリー

ト用異形棒鋼の端部に、所定の形状寸法のプレート（円形の非調質鋼材）
を高速回転させながら異形棒鋼に押し付け、発熱する摩擦熱によって異
形棒鋼とプレートを摩擦圧接するものである。従来の半円形フック鉄筋
による配筋や機械式定着などに比べて、鉄筋組立て工程の削減や、他の
部材（接合部材など）を用いない一体物であるため配筋場所での付加的作
業（プレ－ト、ナットのセット、グラウト充填など）が不要など、施工面
で優れている。

定着具は施工条件などに応じて、両端に定着具を設ける場合、片端に
定着具を設けてもう一方は従来の半円形フック鉄筋とする場合など、自
由に選択することができる。

技術の概要

施工方法
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半円形フック鉄筋および「フリップ
バー」によるボックスカルバートなどの
壁状コンクリート構造物への組立状況を
図3に示す。半円形フック鉄筋を中間帯
鉄筋として施工する場合、軸方向鉄筋を
組み立て、半円形フックの中間帯鉄筋を
設置した後、配力鉄筋を組み立てること
になる。一方、「フリップバー」は軸方向
鉄筋および配力鉄筋を組み立てた後に「フ
リップバー」を設置して固定することにな
る。「フリップバー」は後施工などが容易
で、かつ作業性に優れている。

(a) 半円形フック鉄筋（左側）とフリップバー（右側）

a）鉄筋の片端部に定着具を有する場合 b）鉄筋の両端部に定着具を有する場合

図2　スターラップや中間帯鉄筋の使用例

図3　鉄筋の組立状況（ボックスカルバートなどの壁状コンクリート構造物）

図1 半円形フック鉄筋と「フリップバー」

(b) フリップバー

(b) 「フリップバー」による
     壁状構造物の鉄筋組立

表1 「フリップバー」の定着具の標準寸法

※外周鉄筋は適用外 ※外周鉄筋は適用外

(a) 半円形フック鉄筋による
     壁状構造物の鉄筋組立



フリップバー
技術の特長

審査証明の結果

(1)高い信頼性と力学的性能
定着具は非調質鋼材を摩擦圧接するため信頼性が高く，半

円形フックと同等のせん断補強性能や拘束性能を得ることが
できる。

(1)「フリップバー」の定着具の強度
フリップバーの引張試験により、定着具を有する鉄筋の引

張強度は、規格引張強度以上であり、かつ母材破断すること
が確認された。

(2)スターラップとしての「フリップバー」の 
     せん断補強性能

定着具の引抜き試験により、「フリップバー」に引張力を作
用させた場合の定着性能は、半円形フック鉄筋と同等である
ことが確認された。

はり部材の曲げせん断試験により、「フリップバー」を用い
たスターラップのせん断補強性能は、半円形フック鉄筋と同
等であることが確認された。

図4　引抜き試験の荷重－抜出し量曲線

図6　せん断試験状況

図5　せん断試験体形状寸法

図7　荷重-中央変位曲線

(2)簡単施工で施工性向上
軸方向鉄筋等の先組み鉄筋後、「フリップバー」を挿入でき

るため、配筋作業が早くて簡単である。また、現地での折り
曲げ定着や充填作業等が不要である。

鉄筋種類：SD490, 呼び名：D41
母材の降伏応力：531.6N/mm2

母材の引張強さ：713.8N/mm2
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フリップバー

適用範囲

図8　柱の交番載荷試験

図10　破壊状況

表2　 「フリップバー」の適用範囲

半円形フック 「フリップバー」

＊１：図中の数字は、塑性率を表す。なお、塑性率とはδ／δyである。

図9  半円形フック鉄筋の試験体（黒実線）および「フリップバー」　
　　  試験体（赤実線）に関する荷重－変位曲線の比較図

(3)中間帯鉄筋としての「フリップバー」の拘束性能
「フリップバー」を中間帯鉄筋に用いた場合の拘束性能は、耐震設計による終局限界まで半円形フック鉄筋と同等であること

が確認された。

コンクリートの圧縮強度：設計基準強度24～60N/mm2

適用箇所：スターラップおよび中間帯鉄筋
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